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博士論文の要約 

 

序章の要約 

 

本章では，日本のワークストレス問題について詳述し，この問題が緊急に解決されるべき

重要な問題であることを示した。そして，ワークストレスのメカニズムとストレッサーにつ

いて概観し，両面的な効果をもつ２つのストレッサー（チャレンジストレッサーと市民性プ

レッシャー）に着目することについて述べると共に，これらのストレッサーがワークストレ

スに影響するプロセスについて議論した。さらに，ストレッサーの先行要因となる組織要因

の中でも垂直的管理及び水平的管理に着目する意義について述べ，垂直的管理としてのリ

ーダーシップ要因のうち，変革型リーダーシップ，サーバントリーダーシップ，及び倫理的

リーダーシップについて取り上げる意義を説明した。変革型リーダーシップとサーバント

リーダーシップは，ワークストレスに対して両面的な効果をもつ一方，倫理的リーダーシッ

プはストレス緩和に対して最も有効であると予想した。また，水平的管理として相互監視・

相互扶助の要因を取り上げる意義について述べ，これらの要因がワークストレスにどのよ

うな影響を及ぼすかを議論した。最後に，垂直的管理と水平的管理の交互作用がいかにワー

クストレスに影響し得るかについて述べた。これらの議論に基づいて，本論文のモデルを示

した。 

 

第2章の要約 

 

本章では，チャレンジ－ヒンドランスストレッサーの枠組みを用いて，変革型リーダーシ

ップ，及びサーバントリーダーシップがどのようにワークストレスに影響を及ぼすのかを

検討した。その結果，2種類のリーダーシップは直接的にワークストレスを低減できる効果

を持っていることを明らかにした。それと同時に，2種類のリーダーシップはチャレンジス

トレッサーを高めることを通じて，ワークストレスを高める効果も持っていることが示さ

れた。 

ただし，変革型リーダーシップはヒンドランスストレッサーを通じてワークストレスに

負の間接効果を示す一方，サーバントリーダーシップは，フォロワーのヒンドランスストレ

ッサーに対しては有意な関連を示さなかった。 

これまでの研究において，カリスマ的リーダーシップや変革型リーダーシップは反民主

的であると指摘されたことがあった (Bass & Abolio, 1993)。また，変革型リーダーシップ

はフォロワーへの影響が強いため，フォロワーがリーダーを批判しづらいことなど，変革型

リーダーシップのダークサイドも指摘されてきた (Northouse, 2004)。研究1により，変革

型リーダーシップのもう一つのネガティブな影響が見出されたことになる。また，フォロワ

ーに非常に大きな影響を及ぼす変革型リーダーシップと異なって，サーバントリーダーシ



ップは下からフォロワーを支えているリーダーシップである。この2種類のリーダーシップ

ともにストレス反応を増大させる側面がある。部下の動機付けを高め，やりがいを感じさせ

るリーダーシップは，その一方でストレス反応を強めるというネガティブな側面を有して

いるという事実は，無視できないと考えられる。 

 

第3章の要約 

 

本章では，市民性プレッシャーがストレッサーとして機能するプロセスを検討した。その

結果，市民性プレッシャーは直接的にストレス反応を高めるだけでなく，自発的な行動であ

る組織市民行動が本来備えているストレス緩和効果を，市民性プレッシャーが消失させる

という調整効果をもつことが示された。 

 

第4章の要約 

 

本章では，日本の経営管理の特徴の一つである水平的管理について議論し，水平的管理尺

度を開発した。水平的管理尺度は相互監視と相互扶助の２因子構造であり，その信頼性及び

妥当性も確認された。相互監視と相互扶助はいずれも組織に対して重要な行動であり，心理

的安全については両方が高い場合のみポジティブな結果をもたらすことが示された。 

 

第5章の要約 

 

本章では，水平的管理と倫理的リーダーシップ，及び両者の交互作用が，市民性プレッシ

ャーを通してワークストレスに及ぼす影響を検討した。その結果，(1)水平的管理の相互扶

助が直接的にストレスを低減すること，(2)相互監視は直接的にはストレス反応を低減する

反面，市民性プレッシャーを強めることを通してストレス反応を強めること，(3)垂直的管

理の 1 つである倫理的リーダーシップはストレスを直接低減する効果をもつが，その効果

は相互扶助に比べて弱く，しかも相互監視が弱い場合に限られること，(4)(3)で示された相

互監視と倫理的リーダーシップの交互作用効果の一部は，市民性プレッシャーに媒介され

ること，が見出された。これらは全体的に，ストレス反応に及ぼす水平的管理の効果が倫理

的リーダーシップより強いことを示している。特に，相互監視が倫理的リーダーシップの効

果を調整していることが見出された。 

 

第 6章の要約 

 

 本章では，本論文で実施した 5つの研究を通して得られた知見を総括し，垂直的管理，水

平的管理，及びそれらの交互作用がワークストレスに及ぼす影響についてまとめた上で，本



論文の学術的意義と実践的意義について論じた。最後に，本研究の限界と今後の展望につい

て述べた。 
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